
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

  

  

 

鹿児島県立指宿養護学校だより 

     いぶよう 
           平成３０年 ３月１５日発行 

 

児童生徒作品紹介 

中学部３年１組 

新原 卓 

「 ライオン」  

～「顔 晴（がんばれ）」～ 

                                                          校 長   猿 渡 努 

 記録的な寒さの中で始まった３学期でしたが，間もなく卒業式・修了式を迎えようとしています。猛威をふる

ったインフルエンザも本校児童生徒には，流行する兆しも少なく，１年間のまとめの時期にそれぞれが毎日，学

校生活に取り組んでいます。 

  今年の指宿養護学校は，「児童生徒一人一人の主体的な姿」を目標にして，学習場面はもちろんのこと，生活

場面などにおいてもできるだけ児童生徒が自分から行動し，判断していく経験を多く積み重ねられるように取り

組んできました。特に，それぞれの学部特性に応じて教育活動を工夫し，校外学習やスポーツ活動，文化的な活

動など可能な限りの社会的な体験を多く採り入れてきました。そして，いろいろな課題に対してあきらめず努力

しながら，児童生徒それぞれに心身共にたくましく成長してきました。 

  先ほど行われた冬季オリンピックのスピードスケートで金メダルを獲得した小平奈緒選手は，当初，さほど目

立つ選手でなく，記録も伸び悩んでいました。自分を変える意味でオランダに渡り，あきらめることなく努力を

続けていました。その苦しい時期に「あきらめたら夢は終わる。あきらめずにがんばっていくことが夢につなが

る。その結果，笑顔に届く。つまり，心も顔も晴れ晴れとなる。だから顔晴（がんばれ）」という言葉を贈られ

たそうです。彼女のメダルを獲得した瞬間のライバル選手への思いやりやまたすぐに次の目標へ向かっていく姿

勢は，まさに「顔晴」の気持ちを持っているからだと感じました。 

  児童生徒のそれぞれに素晴らしい個性があり，可能性を秘めています。これからもその個性を大切にしつつ，

将来に向かっての力を育てていきたいと思います。本年度も保護者の皆様，各関係機関の皆様，本校の教育活動

に多大なる御理解・御協力を賜りましてありがとうございました。 

児童生徒会の活動 

今年度は，「絆があればいつでもハッピースマイル」のスロー

ガンのもと児童生徒会活動に取り組んでいます。みんなのハッピ

ースマイルを目指して執行部の努力目標は「みんなで気持ちのよ

いあいさつができる学校にしよう」としました。児童生徒会役員    

が率先してあいさつ運動を行っていま

す。その中で，気持ちのよいあいさつが

できている人をあいさつ大賞として表

彰をしています。あいさつに対しての意

識を高める大切な活動になっています。 

校外支援の活動について 

小・中・高及び幼・保への巡回相談を行

い，指宿市65件，南九州市28件，鹿児

島市 7 件の計 100 件の要請がありまし

た。今年度は幼稚園・保育園や高等学校か

らの要請が増え，地域の特別支援教育への

理解啓発が広がりつつあります。また，夏

期セミナーや中高連携協議会及び放課後

の学習会を開催し，関係機関との連携を図

る取組みも進めています。 

(*^o^*)  受賞おめでとう  (*^o^*) 

第68回鹿児島県図画作品展  肥薩おれんじ鉄道絵画コンテスト  平成 29年度鹿児島県特別支援学校技能検定 

入選                         最優秀賞            （清掃部門）5級認定 

中学部3年 武元 惇哉     中学部1年 西村 翔亜      高等部 2年 上原 拓馬 

入選                           （清掃部門）7級認定 

高等部2年 瀬川 友稀            高等部 1年 中村 花梨 

                高等部2年 池尻 天龍  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

紙・段ボール遊び 

小学部では，１月２２日（月）から２６日（金）

の期間で，体育館で紙・段ボール遊びを行いまし

た。段ボールでできたトンネルを往復したり，何

度も滑り台を滑ったり，段ボールを着込んでロボ

ットに変身したり，新聞紙プールで友達と紙吹雪

を掛け合ったりして，汗をかくほど体を動かして

活動していました。また，段ボールの部屋の中で

光る電飾を眺めたり，いろいろな工作をしたりす

る友達もいました。遊びの 

中で，順番を守って滑り台 

を滑ったり，友達と協力し 

て箱を積み上げたりする様 

子も見られました。 

 

後期キャリアチャレンジウィーク 

中学部では，1月15日(月)～26日(金)を後期キャリ

アチャレンジウィークとして１週目に作業学習強化週

間（午前作業学習・午後進路学習），２週目に校内実習

（午前・午後）を行いました。校内実習では，株式会社

やまげ様のご協力をいただきスナップエンドウ袋詰め

作業を行い，スナップエンドウを見つめる「眼差し」や 

「手の動き」，そして連絡・相談・報告する「大きな声」。

給料を受け取ると，にこやかな笑顔が素敵でした。 

第６回 いぶようマーケット 

２月１日（木），中学部と高等部の生徒とともに，揖宿地区の１６の福祉サービス事業所との合同での販売学

習が実施されました。テーマ「いぶすきのキズナ 笑顔のいぶようマーケット」の下，実行委員を中心とし      

た生徒たちが一丸となって，会場の準備や製品包装等の準備を進めることができまし

た。当日は，榎山学園の太鼓演奏がオープニングを飾る盛大 

な中，販売が開始されました。会場の雰囲気に負けじと，生徒 

たちは「いらっしゃいませ！」「ありがとうございました！」 

と元気な掛け声を会場に満たし，たくさんのお客様との交流を 

深めることもできました。 

 

♪春よ来いコンサート♪ 

２月７日（水）に，鹿児島情報高等学校の和太鼓部「JS 

WAOH」７人の皆さんをお招きして，「春よ来いコンサ

ート」を開催しました。「あんぱんまん音頭」「村祭り」

「おはら節」「千本桜」など子供たちになじみのある曲

を中心に，一緒に和太鼓をたたきました。高校生の方に

教えてもらいながら，長胴太鼓や締太鼓・桶胴太鼓など

様々な種類の太鼓を生き生きとした表情でたたくこと

ができました。最後は，和太鼓 

の曲「薩摩の響き」を演奏して 

いただき，引き締まった太鼓の 

音色に圧倒されながらも，全員 

集中して聞いていました。 

 

指宿養護学校就労支援研修会 

１月２３日（火）指宿養護学校就労支援研修

会を開催しました。「県就労支援・スキルアッ

プ推進事業」を活用し，指宿海上ホテル取締役

総支配人池水宣之様に作業学習強化週間に起

こしいただきました。校内見学に合わせて子ど

もたちの様子を見ていただいた上で本校卒業

生の雇用に至った経緯や職場での働く様子，卒

業までに身につけておいてほしいことなどを

ご講話いただきました。 

 


